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Takashi Arakawa 
Abstract 
This paper points out the inadequacies of the standards for the allowable unit shearing stress 
and web reinforcement， based on the results of the experiments of reinforced concrete beams 
carried out by the author as well as other researchers in Japan and abroad. The author proposes 
the revision of concerning terms in the AIJ Standard for Structural Calculation of Reinforc巴d
Concrete Structures. Analytical studies from experimental data are stated in the sections as 
follows: 
(1) Comparison of the values computed by the author's empirical formula and the test results. 
(2) Locations where the unit shearing stress in reinforced concrete members shall be computed 
and where web reinforcement is required. 
(3) Contribution of web reinforcement. 









ド Tcニkc(500+Fc)・0.17j(ajd+3.4)o Tu二ん・ん(180+Fc)・0.23j(ajd+0.23)十2.7，;五w.sUy=1:u.o十てら。 ん
ん: 断面寸法による補正係数で d>40cmでは 0.720 kp = 0.82 p~ 23 引張鉄筋比 pt('!o)による補正係
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Tu.min n'U. r1t.O 十 r~ s-ι.kp(180+民)j(MjQ.d十0.115)+2.7ιλ万 (21 
MjQ.d二三3ではラ λ1jQ.d= 3として









nc = 0.77 旨)宅
日二 0.065，α'=0.0140 50 
準要
n1J. = 0.80 棋映聖
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2. 設計用 τの検討位置とせん断補強の必要範囲
(1) 斜めひび割れ発'1=.位置。 せん断補強筋の有無には無関係であるが， せん断スパン d
(曲げモーメント M=Oの点から λ1m阻までの距離)と， はりの有効ぜい dの比の大小により
異なる。 今，はりの中立軸上における斜めひび割れ発生位置 ι 告ら λ1=0の点より 1'vlmax側
に淑1)った距離とする。著者等1).7)の行なった連続ばり集中荷重形式による 191個の資料を整理
し，MjQd別にみjdの平均値を求め，この関係を図示すると凶 4の太実線の様になり ，Xc (士
大凡次式で推定出来る。
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x，jd = 1.2 a'/d-3.0 



























(5)式 xc/dl恥 1.4 1.75 2.45 3.15 斜めひび割れ位置 (a' -xc)/d 0.5-0.95 1.1 1.25 1.55 1.85 
破壊範囲 (7)式 Xu/d |(O)| 1.8 3.0 




局強度に対しては， (5)式と (7)式とで求まる範閉を検討の対象とすべきであろう。 後者につい
ては，表-2 に示す様に M/Qdニ 0.5"~5 の範囲内では支持端より 0.5 d~2.5 dとなるが，前述の
分イri荷重時の破壊状況を考慮すれば， 支持端より 0.5d~3.5 dの範聞にまで広めておく必要が

































































































T~().min 2.7，J瓦戸Lんと3十0.5p山 σu (8 ) 
なお， 図 9は締強ばりの終局強度 {ru.'とてc.minとの比率をρ叩 .801別に図示したものであ
るがラ 図示の様に， 斜めひび割れ以後の補強効果の最低限界はpw'.，σy=c3kg/cm2 (8円 =2.81t/ 
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p，<2.0'%， r二1.0(ム =Pc)， Fc = 150-360 kg/cm2と仮定。
M/b.d2 = pt'8σγj1=P，・，1]'y 0.95 {1-0.43 Pt (1-30 1九)8σ'u/Fc}二 K]， M=/Q.dニ K
とおくと，Q/b.d = K1/Kとなり ，TU= Q/b・j= 1.14K1/Kとなる。。せん断終局強度目』山
前述の (2)式中，ん=0.72と仮定し，んは次表の値を採用する。
表-3 kp ニ 0.82þ~.23 の{直
o 12 lA lß 下~-;:;
0位 I 0.855 I 0鎚5 I 0山 I 0倒 0.96
Pt (%) 0.6 0.8 





ないための補強筋比P叩を求める。 (1)1今川σy.QdfM=18.0 kgfcm2より τU=18.5 kgfcm2を求める。 (2)P， 
(155) 
762 荒川卓
=2.0%とM/Qd=2.0線の交点より右にたどり，Fc = 210 kg/cm2の斜線との交点より上に向った線と，
TU.min軸上の 18.5(ニ TM)kg/cm2位置より左にたどった線との交点合読めば，1う旬・8町二9kg/cm2となる。
従ってP叩 >0.3%の補強を行なえば良いことになる。 (3) この場合のお四inは，右下隅の図で Fc二 210kg!
cm2斜線と M/Qd=2線との交点より下に向い横軸の値を読めば Tc.min= 9 kg/cm2を得る。
τZpミ 70~ 35 ，.._ 
詮
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MjQd<3では， 'c.min = 0.047 (500十五)j(MjQd+ 1.7) 










180 I 210 I三必 300 360 

















一一一一一一1 り幅 b(cm) 一「
~~一一一一一 25
補強筋比 ρ一山 (%) 1 0.17 1 
T~O = 2.7 -J五万石内二2.4t/cm2 I 5.4 
(kg/cm2) = 3.0 t/cm2 I 6.1 




今，前述の Tu.min式に丸=0.72(d>40 cm 'iど想定)， kp=0.78(p，二 0.8%に相当)を代入し，










なおラ Nl/Qd=3の場合には， 表中下段に併記した如く Tc.min値の1.5倍の値を採れば
TL mlnとほぼ同じ値となる。
表 8 現行規準値と τ
Fc 直面記函可
150 1 1加 1 210 1 加 |ωo I 
現行 問一(恒短醐問一…期刷肝日川)川川川F丸町~/
実験下F限艮値 T印u札.min 2 I 1ロ2.3 1日3.0 1日3.8* I 14.5* I 16.1 * I 































































負担させる。 この場合短期の許容応力度式には， 1う叩=0.1%に相当する補強筋の効果 (4.2kg/ 
cm2) はすでに含まれているから L1rに 4.2kg/cm2を加えた応力度を (8)式に負担させれば
よし、。
即ち
L1r十4.2= 3十0.5p叩 .s(J y 
今 δσ11=f， (ftは補強筋の引張許容応力度)とし， 補強筋の負担せん断力をQ'とすれば， あば
(159) 
(qz)州 ωωωldJl町 !k-:%)
5 ro ~ m d 
J1iff‘ft (時'/cm2)


























































でら min (kgfcm2) 
(MfQd=3， 









































































i 0.57 ~4.55 Iル w
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nc = 0.63 
α= 0.054，α'= 0.0114 
n" = 0.59 




















ンクリートばりの Tc.min及び τ札 minの値
荒 )[1 卓
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図 18 斜めひび割れ強度と Fcの関係
は，普通コンクリートばりの値より幾分低く，又，斜めひび割れ強度実験値 tTcとFcの関係に







表 10 軽量コンクリートの許容値と下限値 (kg/cm2J 






本1'~.min 二 0.0082 (500+Fci， rL.minニ0.0122(180+ Fc)十4.2。
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図 19 補強筋の見掛け負担強度
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